
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ミナト

オートマトン

ステーシー

レクイエム

15

渇望

0

花園

11
子猫

研究者狩り

親友

露天風呂

ネクロマンサー

偶然

膝の上の子猫を撫でる。愛らしく応える、あの子。小さな声で鳴くあの子を、指先でくすぐってやれば、指を舐めてくる。いつだってあの子は、あなたについてきた。かわいいあの子にまた会いたいけれど……。

暴動が起こり、アンデッドの開発と制作に関わる者達が殺されてゆく。あなたもまた、関係者の家族として……目の前で他の家族が嬲り殺されてゆくのを見ながら、暴徒の中に飲み込まれていったのだ。

あなたは、クロエの親友だった。起きているときも、寝ているときも、いつも一緒だった。あなたは、クロエのことは何でも知っているのだ。

あなたは、たしかクロエとここのお風呂に一緒に入ったことがある。一緒にならんでお湯に浸かって、ここから景色を眺めたのだ。

あなたは思い出した。この先に行けば、あなたが仕掛けたアンデットがいる。そして、そのアンデット達には弱点がある。地獄エリアにあるゾンビボムを破壊すれば、全て一瞬でいなくなる手筈になっているのだ。なぜそんなことをしたのか、それはクロエに対してアピールするためである。クロエに、自分を好きになってもらうためである。そのために、あなたはこの施設を用意したのだ。そう、あなたがこの物語のネクロマンサーである。

あなたは、いつものようにあなたが仕掛けた隠しカメラでクロエの様子を伺っていた。その時、偶然にもカメラは町に押し寄せる無数のアンデッドの姿をとらえた。・・・いまなら、まだ間に合うかもしれない。そう思ったあなたは着の身着のままクロエのいる場所へと向かったのだ。
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基本パーツを1損傷、判定振り直し

攻撃、切断出目+1、ターン戦闘終了時パーツ一つ損傷

ダメージに付随する効果打ち消し

ターン終了時まで出目+1
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肉弾攻撃１
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支援2

戦闘終了時、狂気点-1

肉弾攻撃１

支援１

移動１

砲撃4+爆発。サーモバリック爆薬弾頭！

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1
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白兵2、出目+1

移動１

移動１

妨害１
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